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1．事業の概要
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美和ダムの概要

目的 ・洪水調節
・灌漑
・発電

藤原湖

堤高 69.1ｍ（ダム天端標高EL.817.6m）

堤頂長 367.5ｍ

流域面積 311.1ｋｍ２

湛水面積 1.79km２

総貯水量 29,952千ｍ３

水系名：天竜川水系三峰川
所在地：左岸：長野県伊那市高遠町勝間

右岸：長野県伊那市長谷非持

美和ダム：国土交通省

（管理開始：昭和34年【50年経過】）

重力式コンクリートダム
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流域の概要

天竜川流域は、洪水や土砂災害が起こりや
すい厳しい自然条件を有している。

・ 急流河川：わが国有数の急流河川で洪水流
出が早い。

・ 脆弱な地質：中央構造線が南北に走る複雑
な地質構造でもあり流出土砂量大。

・ 至近10ヵ年において降水量が50mm/日以上
となった日数は33日間、そのうち100mm/日
以上となった日数は3日間であった。

天竜川流域等雨量線図天竜川流域地質図

美和ダム

美和ダム

美和ダム降水量

出典：河川整備基本方針
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天竜川上流部では昭和20年10月の大出水を契機とし
て昭和22年6月に直轄河川工事に着手した。

昭和25年に「長野県総合開発計画」により、天竜川の
根本的治水対策が検討され、昭和26年6月より調査が
開始された。

その後、昭和28年8月に建設事業に着手し、昭和33年
11月に竣工、翌年12月から管理が開始された。

平成元年4月、建設に着手した三峰川再開発事業のう
ちのバイパストンネルが、平成17年5月に竣工し、平成
17年6月から試験運用を開始した。

事業の経緯
美和ダム事業の経緯

竣工ダム建設前の状況
試験運用中のバイパストンネル

年　月 事　業　内　容　　　

昭和26年6月 実施計画調査

昭和28年8月 建設事業着手

昭和31年4月 起工式

昭和32年12月 基本計画告示

昭和32年12月 本体完成

昭和32年12月 試験湛水開始

昭和33年5月 試験湛水終了

昭和33年11月 竣工

昭和34年12月 管理開始

昭和62年4月 美和ダム再開発事業実施計画調査開始

平成元年4月 三峰川総合開発事業の建設着手

平成12年1月 美和ダム貯水池堆砂掘削着手

平成13年1月 美和ダム恒久堆砂対策施設本体工事に着手

平成17年5月 美和ダム恒久堆砂対策施設のうちバイパストンネル竣工

平成17年6月 バイパストンネル試験運用開始
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治水の歴史～（過去の洪水）

昭和36年6月の梅雨前線に伴う豪雨は天竜川上流
域に甚大な被害をもたらした。 （伊那谷36災）

天竜川上流域の主な洪水被害

昭和36年洪水時の放流状況

昭和36年洪水時の飯田市付近の状況

昭和57年洪水被害状況

平成18年洪水時の十沢橋右岸上流決壊の様子

昭和32年6月 梅雨前線 約2,300m3/s
 浸水面積：不明
 被災家屋：535世帯（全壊：56、半壊：102、床上：377)

昭和34年8月 台風７号 約2,100m3/s

昭和36年6月 梅雨前線 約2,900m3/s

 浸水面積：534ha（飯田市・駒ヶ根市他）
 被災家屋：13,953棟（流出・全壊:896、半壊：605、床上：1,344、
　　　　 　床下：11,118)

昭和45年6月 梅雨前線 約2,700m3/s

昭和57年8月 梅雨前線 約2,400m
3
/s

 浸水面積：70ha（飯田市他）
 被災家屋：112棟（全・半壊：20、床上：10、床下：82)

昭和58年9月 台風10号 約3,500m
3
/s

 浸水面積：289ha（飯田市・駒ヶ根市他）
 被災家屋：1,491棟（流出・全壊：49、一部損壊：72、床上：150、
　　　　　 床下：1,220)

平成11年6月 台風10号 約3,000m3/s
 浸水面積：8ha（飯田市・駒ヶ根市他）
 被災家屋：29棟（床上：1、床下：28)

平成18年7月 梅雨前線 約2,800m
3
/s

 浸水面積：不明（小諸市他）
 被災家屋：2,714棟（流出・全壊：22、半壊：34、一部損壊：3、
　　　　　 床上：780、床下：1,875)
 人的被害：31人（死者：12人、行方不明：1人、重傷：5人、軽傷：13人）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長野県HP　災害別被害状況より

原因発生年月 被害の状況（被害地域、浸水面積、浸水個数等）
最大流量

（m3/s:宮ヶ瀬地点)
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2．洪水調節

洪水調節計画及び洪水調節実績を整理した。
過去の洪水について調節計算を行い、下流の河川水位の低減効果
を評価した。

平成16年以降洪水調節を実施した平成18年 7月18日洪水､平成19年
9月6日洪水について報告する。
なお、参考として、既往最大流入量を記録した昭和57年8月2日洪水

についても報告する。
※上記の洪水によるダムありなしによる流量低減は、ダムそのものの効果をみるため、河道からの

氾濫は考慮しないものとした。


